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納曙

第

三

登

簿

国

難

欠
-

-

四
月

朝
鮮

の
武

田
W
英

の
分
布

(
餌
九
版

朝
鮮
人
口
分
布
田
町
)

中

村

新

太

郎

朝
鮮
に
於
け
る
人
文
は
畢
純
で
あ
っ
て
解
滞
し
易
い
.
併
魯
以
凍
各
種
の
統
計
の
完
備
さ
れ
た
も
の
が
引
薦
き
公

に
さ
れ
p
且
つ
朝
鮮
人
の
生
活
に
関
す
る
賞
状
も
明
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
.
人
文
地
租
塾
的
の
攻
究
に
は
甚
だ

好
都
令
に
な
っ
た
O
人
文
の
複
雑
な
内
地
に
就
い
.,P
研
究
す
る
前
に
'
単
純
で
は
あ
る
が
我
が
観
民
に
ご
つ
で
は
至

大
の
開
係
ビ
責
任
ど
の
あ
る
朝
鮮
の
人
文
を
開
明
す
る
こ
,JJ
は
聾
者
の
如
き
人
文
地
理
串
に
興
味
を
有
っ
て
は
居
る

も
の
ゝ
p
基
の
蕊
奥
を
施
め
る
こ
と
の
出
来
ぬ
者
に
執
り
恰
好
の
研
究
題
目
に
な
る
土
地
で
あ
る
.

人
文
地
理
従
っ
て
赦
魯
現
象
の
基
礎
の
材
紳
ど
な
る
も
の
は
人
口
問
題
で
あ
る
O
国
民
の
勝
家
を
泉
轡
に
考

へ
る

人
士
は
質

一
に
人
口
の
面

長
を
察
せ
ね
は
な
ら
ぬ
p
国
内
の
商

館
を
金
岡
せ
ん
に
は
人
口
の
分
布
･<qIJ籍

一
に
考
慮
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
p
生
業
の
趨
向
を
洞
察
せ
ん
･,J
せ
ぼ
住
民
移
動
の
状
髄
.右

知
る
こ
}J
を
要
す
る
｡

之
等
は
人
口
問
題
の

1
端
を
泰
げ
ね
に
過
ぎ
な
い
が
其
の
懸
想
や
粍
軸
や
物
貿
以
外
の
問
題
に
封
す
る
関
係
も
愛
犬
で
あ
る
こ
E
は
覇
者

朝
鮮
の
人
口
官
其
の
分
布

四
三



地

球

の
省
察
に
轟
か
せ
る
｡

第
三
番

節
四

親

･El脚

憲は莞警して掲げ-鮮合憲園の概略の説明豊眼-る｡朝鮮合の翌の滑長1

浩に於げる合の地謡幕競いでは芽に欝べき材料窟たぬこ芸濃機首るQ

朝鮮の蕊は酉津合志の寵碧誉すれば文芸の肇-十九詰中管では青苗内外であっ義でpt&八宵八重警明治サ-には妄-雷警宗爾葦治翠年頃迄は妄甫内外品番して殆ん芸讐状態にあった｡鬼畜兼期の憩政完警して囲民の増加品

し

嘗雪に因るので--｡爾票-増加は著し-て併倉の年(明治等二年)の十二月賓は千三草二蒔管讐歪十二年充には現義解Aの苧書写四票千九苧三人に達し∵あ十毒問に四空十嘉飴八の増加を男｡讐禁豊現ほれた明治等三年曹長正二年兼に慧合の増加は苦で毎年の曙加は合千人に射し四十元管主十芙除に適したOl這含量の響き品せざる状況芸サものであるから警大聖年末の朝鮮人警千畜十六番九千九雪三人)芸-責豪の欝に比撃る品の基間に放ける合の増加は二軍十義孝九君十人で'胎は碁間の増加率は十雷に連する完の増加率は嘉に基髄適用するこ嘉選る品はれるから長芋二年後十年即ち大雪十二年兼には音の告千七雷十

ヽヽヽヽlヽヽヽヽ

四菌除のl卸五分即ち二軍ハ十二-を噌卸して朝鮮人の人口は二千常を突破するであ--｡於は

ヽヽヽヽ1-1--11ヽ-ヽ＼ヽヽヽヽ



朝
鮮
統
治
的

飴
押印
は

E
層
人
口
の
蛤
日加
率
を
高
め
て
此
の
敗
に
到
蓮
す
る
の
は
僚
山際
に
於
て
は
鋤
年
を
早
め
恐
-
大

正
二
十
年
に
は
朝
鮮
人
は
二
千
常
を
敬

へ
る
こ
ビ
1
倍
ず
る
｡

現
在
に
於
て
さ
へ
人
口
か
ら
云
へ
ぼ
朝
鮮
を
統
治
す
る
こ
A,J
は
ス
ク
ェ
デ
ン
p
ノ
ー
ル
ク
ェ
-
両
王
国
の
二
倍
を
管

す
る
の
に
同
じ
い
p
況
ん
や
十
年
後
に
於
で
は
二
千
苗
の
風
俗
習
慣
を
異
に
す
る
山
大
民
放
か
指
導
す
る
の
で
あ
る

か
ら
日
本
の
識
者
は
充
分
な
兇
悟
ビ
準
備
･/J
を
須
恵
せ
ね
ば
な
ら
な
い
/̂,J
戚
す
る
｡

次
に
本
題
で
あ
る
人
口
の
分
布
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
'
籍
九
版
朝
鮮
人
口
分
布
間
は
大
正
九
年
十
月

1
日
の

臨
時
戸
口
調
査
の
総
数
を
小
内
円
過
敏
武
が
人
口
分
布
を
郡
別
に
し
て
図
示
し
た
も
の

(朝
鮮
部
落
政
審
報
骨
箱

一

冊
所
載
朝
鮮
郡
別
菖

笠

間
(刑
脚
榔
鮎

鮎

川
)
晶

警

接
品

讐

て
森

に
於
で
郎
購
即
か
標
式
量

へ
さ

し
た
も
の
で
あ
る
0
此
の
E<
口
密
麓
の
分
布
は
大
並
十
二
年
末
に
於
け
る
人
口
の
分
布
に
封
し

て
も
過
食
し

て
ゐ

る
P
是
れ
こ
の
約
三
箇
年
間
の
分
布
の
担
化
は
大
方

∵
か
ら
十
ま
で
に
別
け
た
人
口
の
凍
皮
債
分
の
範
園
内
に
這
入

っ
て
丁
ふ
か
ら
で
あ
る
｡

朝
鮮
に
於
け
る
佳
民
の
分
布
は

1
に
其
の
産
婆
な
生
業
が
農
業
で
あ
る
ど
い
ふ
こ
E
に
遊
づ
い
て
p
後
に
述
べ
る

標
に
都
市
に
集
中
さ
れ
て
屠
ら
ず
､
ど
ち
ら
か
ど
い
ふ
三

校
に
散
布
さ
れ
て
摺
る
｡
威
甫
p
威
北
の

1
部
を
除
け

ば
数
里
の
閤
人
家
を
見
な
い
Aj,
い
ふ
様
な
鹿
は
電
工

よ
も
や
ご
恩
ふ
谷
の
中
二
向
い
山
の
綬
斜
地
に
寂
し
-
立
つ

人
家
を
見
出
す
の
で
ぁ
る
｡
蛮
し
之
が
分
布
空
ポ
す
ぎ
図
版
の
か
-
で
p
か
な
-
典
暁
の
あ
る
分
布
を
作
し
て
居
る

朝
鮮
の
人
口
1,其
e
T分
布

空

戦

盟
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W
E

の
で
雪

｡
固
讐

示
rJ
i
l
J
標
に
告

密
度
は
南
西
に
大
に
p
北
東
荒

に
し
て
p
合

分
布
か
ら
云
ふ
岩

本

海
沿
岸
は
惑
朝
鮮
で
あ
-
p
東

商
よ
-
南
方
朝
鮮
渥
沿
岸
は
濃
朝
鮮
で
あ
る
J

滑
は
少
し
-
分
布
間
を
洗
脱
す
る
見

口
の
分
布
が
地
勢
に
制
せ
ら
れ
て
居
る
の
が
明
か
に
看
誉

れ
る
0

如
ち

北
部
朝
鮮
の
蓋
馬
山
地
だ
帝
塊
山
脈
地
方
ビ
は
人
口
が
稀
薄
で
あ
っ
て
､
平
野
の
多
き
地
に
人
口
が
多
い
こ
亡
で
あ

カ
ブ
サ
シ

る
｡
伸
に
著
し
-
人
口
分
布
の
状
態
が
よ
-
地
形
!

致
し
て
居
る
の
は
成
南
に
於
け
る
甲
山
長
津
高
原
墓

石

南

方

の沿
岸
地
方
ど
の
封
照
で
あ
る
｡

沿
岸
の
平
地
地
方
に
於
て

妄

里

盲

人
以
上

毒

五
官
人
以
下
の
狭
背
を
見

る
が
北
方
は
急
に
五
官

よ

膏

人
及
三
宮
-
百
人
の
二
段
を
轡

を

高
原
止
で
は
三
富
-
宮
人
の
稀
薄
区
に
這
入
っ

て
屠
る
こ
言

あ
る
｡

こ
の
状
態
は
よ
-
甲
山
長
津
高
原
の
南
棟
が
千
米
の
高
距
の
差
を
以
て
南
方
に
急
斜
し
て
居

る
の
に

7
致
す
る
O

本
分
布
岡
で
革

為

る
最
も
著
し
い
義

賓
は
北
東
の
沿
海
地
方
の

義

に

1
iq
掌

人
以
上
の
凍
皮
を
有
す
る

携
帯
は
あ
る
に
し
て
も
宕

除
き

P
朝
鮮
は
次
の

義

を
以
て
北
東
の
人
品

薄
警

箇
酉
の
人
口
濃
密
菅

に

両
分

す
る
こ
晶

出
誉

こ
-

-

O
此
の
兼
は
北
固
鴨
絃
江
畔
の
嚢
州
だ
朔
州
芸

郡
祭

ら
讐

て
葺
馬
山

地
の
酉
接
を
南
東
に
向
ひ
清
川
江
の
河
谷
に
準

フ
て
p
束
に
入
-
込
み
p
次
で
牢
固
及
黄
海
南
進
の
中
山
性
の
山
地

ビ
西
方
の
平
地
部
ど
の
間
を
劃
し
て
両
方
に
少
し
-
膨
れ
な
が
ら
市
来
行
し
･
之
よ
-
野

尻
蔑
江
原
の
進
藤
に
治
う

で
桝
は
市
来
行
を
償
け
る
｡

江
原
道
の
両
部
で
は
た
･>

威
服
ー
原
州
の
二
郎
が

浪
東
部
に
入
-
1
京
親
政
の
東
部
で



は
加
平
郡
の
瓦

が
稀
薄
部
に
這
入
っ
て
居
る
0
両
部
の
鼎
は
之
よ
-
江
原
遭
鼻
の
少
し
-
苗
方
を
走
っ
て
忠
北
で
は

北
蒐
梅
の
丹
陽
郡
の
み
を
p
鹿
北
で
は
敢
北
の
拳
化
p
英
陽
の
こ
郡
を
稀
薄
部
中
に
入
れ
て
蓬
に
江
原
鹿
北
の
遣
鼎

で
日
本
海
に
蓮
す
る
｡
而
し
て
日
本
海
の
火
山
島
欝
陵
島
は
鹿
北
に
属
す
る
が
位
置
は
北
米
に
偏
し
て
稀
薄
部
に
屈

甘

ノ
る

0
此
の
ー
E3
は
あ
る
が
略
北
西
よ
-
南
東
に
遮
る

蒜

で
朝
鮮
を
両
分
す
る
ビ
人
口
濃
密
部
だ
稀
薄
部
ど
の
各
の
面

積
は
略
同
じ
-
p
稀
薄
部
は
粗
大
き
い
Q
朝
鮮
の
大
正
十
二
年
末
に
於
け
る
組
人
口
'
密
皮
並
に
稀
薄
も
濃
密
両
部

の
間
借
･
人
口
及
凍
皮
を
蓉
げ
る
ビ
次
の
如
-
に
な
る
｡
(
人
口
教
は
大
正
十
二
年
朝
鮮
線
番
雁
統
計
年
表
讐

編
に

紘
-
面
積
は
朝
鮮
地
誌
資
粋
に
渡
り
濃
薄
両
部
の
数
字
は
筆
者
の
計
算
し
た
も
の
で
あ
ち
)
｡

朝
鮮
細
入
口

内
朝
鮮
人

内
地
人

外
囲
人

1
七
.
八
八
四
p
九
六
三
人

山
七
p
四
四
六
p
九

一
三
人

四
〇
三
､

〇
二

人

三
五
､

〇
三
九
人

(内
支
那
人
)

三
三
七
六
五
四
人
人

1
方
里
の
平
均
人
口

一
.
1
両
九

｡
六

(
こ
稀
薄
部
面

蕃

人

口

一
方
里
の
-

平
均
人
口

(
二
)
濃
密
部
面

潰

人

口

l
方
里
の

平
均
人
口

方

盟

七
､三
二
九
･四
八
九

四
.〇
九
八
.三
〇
八
人

人

五
五

九
二
1

分盟

六

､

九
八

二
｡五
〇
七

一

三
'

七
八

六
､
六

五
五
人

人

1
､
九
七
四

｡

五

朝
鮮
の
人
口



地

球

第
三
番

第
四
髄

望

八

米

見
る
べ
し
.

濃
薄
両
部
の
商
務
は
略
同
じ
で
あ
る
が
､
潰
密
部
は
稀
薄
部
の
三
倍
徐
の
人
口
を
有
し
其
の
密
度
の

制
令
は
三
立

だ

こ
じ
な
る
｡
言
ひ
換

へ
る
ビ
苗
関
都
は
北
淡
部
に
此
し
て
三
惜
竿
の
人
口
密
度
を
有
す
る
O
朝
鮮

の
外
廓
は
兎
の
遼
ち
て
両
面
す
る
も
の
た
皆

へ
ら
れ
る
が
口
よ
-
喉
二
粥
足
を
経
て
腰
部
､
啓
部
及
後
脚
に
於
で
人

口
に
富
み
､
ま
婁
都
市
の
密
集
局
部
を
除
け
ば
其
の
臓
部
に
該
る
金
北
の
寧
野
に
於
て
敢
大
の
密
度
に
逢
し
て
ゐ

る
?

も
し
光
れ
頭
部
p
顔
部
.
耳
部
及
背
部
の
如
き
は
競
-
稀
薄
部
を
成
し
て
居
る
の
を
見
る
0

朝
鮮
が
如
何
な
る
部
分
に
於
で
よ
-
開
験
さ
れ
居
る
か
は
上
述
の
人
口
に
&
'け
る
両
部
の
位
置
で
明
か
に
さ
れ
得

る
.
人
E=
の
濃
密
は
愈
々
文
化
の
既
を
戴
め
さ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
西
南
は
此
れ
以
上
に
濃
密
の
度
を
加

へ
ゆ
-
で

あ
ら
-
が
之
ビ
共
に
柿
曹
部
の
開
費
は
甚
だ
重
要
な
事
業
で
あ
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡

A
H
分
布
岡
を
仔
細
に
境
ふ
将
は
局
部
局
部
の
密
度
か
ら
し
て
興
味
あ
る
人
文
地
埋
挙
止
の
問
題
を
輝
明
さ
し
て

哩
-
が
p
何
竺
試
っ
て
も
朝
鮮
人
口
の
分
布
の
基
調
を
な
す
も
の
は
農
業
で
あ
る
｡
金
北
の
中
野
が
極
大
の
密
度
を

宥
す
る
こ
E
は
此
の
地
方
が
最
大
の
米
産
地
で
あ
る
二
だ
空
が
し
､
威
甫
成
北
里
向
原
地
に
米
を
産
せ
ざ
る
は
其
の

人
口
の
縮
少
な
る
原
因
を
作
っ
て
居
る
.
欝
際
朝
鮮
に
於
け
る
農
業
者
の
人
口
は
絶
人
口
の
八
割
除
に
達
し
大
正
十

二
年
末
に
於
て
千
四
百
三
十
七
番
三
千
六
百
四
十
六
人
を
計
上
さ
れ
た
｡

チ
ヤ
グ

ン
ソ
ー
ル

稀
薄
部
で
は
戚
苗
の
沿
岸
が
漁
業
の
食
め
Li
比
較
的
密
既
の
高
い
こ
ĴJや
小

涼

城

ビ

薯
か
ら
云
ほ
れ
て
ぬ
る
江
原

遭
江
陵
の
沿
渥
平
地
に
縛
人
口
の
多
い

な
で

は
面
白
い
こ
E
で
あ
る
｡
潰
鱗
部
に
於
け
る
人
口
の
分
布
は
か
な
-
複



雅
で
あ
る
が

1
敏
に
草
野
餌
も
米
塵
地
に
塔
に
し
て
山
地
に
少
な
-
1
之
に
加
ふ
る
に
島
哩
状
を
成
し
て
厚
薄
の
部

分
が
瓢
在
し
て
屠
る
｡
甫
卸
に
就
て
云
へ
ば

査
北
の
鋲
要
義
水
高
原
に
於
て

一
方
里
千
五
官
<

以
下
に
下
っ
て
層

カブ
サ
ン

-
､
其
の
開
披
の
急
斜
地
は
急
に
人
口
小
,増
し
て
金
北
平
野
の
濃
燐
地
方
に
臨
ん
で
居
る
の
は
前
述
し
た
甲

山

養
津

高
原
に
於
け
る
ビ
其
の
趣
を

1
に
し
て
屠
る
の
は
著
し
い
こ
ど
で
あ
る
.
大
部
附
近
の
富
ん

だ人
口
が
大
部
を
園
摸

し
て
屠
る
の
は
四
周
が
低
い
邪
険
地
で
地
勢
に
よ
っ
て
人
口
の
分
布
が
支
配
さ
れ
る
こ
/̂J
が
少
な
い
の
に
依
る
の
で

あ
ら

-
｡
曲
の
外
賢
明
に
政
の
分
布
間
を
読
む
識
者
に
は
多
大
の
暗
示
だ
興
味
ど
な
供
す
る
で
あ
ら
う
｡

最
後
に
朝
鮮
の
都
市
の
人
口
に
就
い
て

三
日
し
た
い
.
朝
鮮
に
は
郡
市
が
内
地
の
校
に
多
-
な
い
｡
京
城
は
二
十

八
苗
八
千
徐
の
人
口
を
有
す
が
他
に
十
萌
に
達
す
る
都
市
は
な
い
p
京
城
も
加

へ
て
二
萌
以
上
の
も
の
は
十

1
箇
所

に
過
ぎ
ず
p

一
帯
以
上
二
番
以
下
の
も
の
十
五
箇
所
で
あ
る
｡
之
等
二
十
五
の
大
集
落
地
の
人
口
を
食
す
れ
ば
機
に

九
十
五
苗
九
千
五
百
三
十
七
人
で
之
を
此
等
郡
市
以
外
の
人
口
に
比
す
る
ビ

7
ビ

ー
七
エ
ハ
ど
の
比
に
な
る
｡

内
地

に
於
で
大
正
十
三
年
十
月

r
H
推
計
の
市
部
人
口
(
二

.入

1
二
三

〇
〇
)ど
郡
部
人
口
(四
七
.
三
二
六
､七

〇
〇
)

だ
を
比
す
る
,,J
l
ビ
四
ど
の
比
に
な
る
.
即
ち
朝
鮮
で
は
未
だ
郡
魯
鉱
中
が
著
し
-
な
-
組
人
口
の
九
割
五
分
は
田

倉
に
あ
rI/

内
地
で
は
其
の
八
割
が
田
舎
に
任
む
で
層
る
の
で
あ
る
O
朝
鮮
絶
督
櫛
統
計
年
表
に
掲
げ
で
あ
る
主
要

市
術
地
は
三
肯
二
十
三
箇
所
の
多
き
に
達
し
で
は
屠
る
が
其
の
多
-
は
郡
鹿
所
在
地
で
あ
っ
て
人
口
二
千
乃
至
四
千

の
も
の
俵
も
多
-
p
且
千
人
以
下
の
集
落
に
し
て
邪
魔
あ
る
が
薦
め
か
又
は
交
通
上
iii繋
な
る
が
薦
め
に
列
嚢
さ
れ

朝
鮮
の
人
口
官
許
の
分
布

望

九

忠



地

球

節
三
春

節
四
沸

望

O

pe

で
を
る
も
の
も
少
-
な
い
｡
之
等
集
落
の
多
-
は
地
方
の
農
業
又
は
稀
に
水
産
業
の
小
中
心
kj
な
っ
て
居
る
魔
で
あ

る
か
ら
郡
市
だ
は
考

へ
得
ら
れ
な
い
｡
唯
大
田
(人
口
七
.
〇
一
四
)
の
如
き
交
通
の
街
に
皆
っ
て
周
っ
て
や
が
て
は

人
口

7
番
以
上
に
連
す

べ
き
虞
だ
E
か
､
盆
州
や
締
州
の
加
-
遺
戯
所
在
地
で
は
あ
る
が
人
口
九
千
に
蓮
し
な
い
虜

め
に
弦
に
都
市
の
部
に
加

へ
な
か
っ
た
虎
だ
E
か
は
後
楽
布
倉
集
中
の
目
的
地
だ
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

上
述
の
か
-
現
在
に
於
で
は
却
骨
集
中
が
行
ほ
れ
て
居
ら
ず
よ
-
農
業
蜘
た
る
有
様
を
現
は
し
て
は
周
る
も
の
ゝ

人
口
の
増
加
及
文
化
の
進
歩
に
従
ひ
或
る
程
度
ま
で
は
都
禽
集
中
が
行
は
れ
る
で
あ
ら
-
か
ら
P
常
に
こ
の
集
中
の

状
態
を
明
に
し
て
其
の
速
度
戎
は
あ
-
ど
す
れ
ば
其
の
極
度
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
ど
考

へ
ら
れ
る
｡

蓑
に
注
意
す

べ
き
は
朝
鮮
で
は
崩
落
の
成
立
又
は
移
博
が
か
な
-
易
-
行
は
れ
得
る
左
で
あ
る
｡
筆
者
は
大
同
江

の
南
支
福
江
に
沿
う
た
華
南
中
和
郡
破
色
の
部
落
が
洪
滴
地
に
あ
っ
たJ
が
嚢
に

7
昨
年
の
洪
水
に
よ
-
損
簿
を
受
け

て
其
の
後
下
流
約
八
町
の
段
階
地
上
に
移
-
新
し
き
小
市
街
地
を
.
我
々
の
用
ひ
て
居
る
五
萌
分

一
地
形
国
に
は
白

-
残
さ
れ
た
畑
地
の
上
に
建
て
ら
れ
た
の
を
昨
秋
田
紫
し
た
｡
又
忠
商
諭
山
都
の
閣
境
な
る
鶏
洗
山
下
に
は
新
邸
が

建
つ
ど
い
ふ
菅
か
ら
の
迷
信
か
ら
最
近
敗
年
間
に
三
肯
除
声
の
移
住
民
が
朝
鮮
各
道
か
ら
集
ま
っ
た
ど
い
ふ
こ
亡
で

あ
る
｡

政
の
外
金
種
地
な
ど
が
新
し
-
閲
聴
さ
れ
る
ビ
俺
ち
に
し
て
放
宵
月
の
人
家
が
建
て
ら
れ
数
千
の
人
間
が
文

字
通

rJa
に
相
葉
す
る
こ
b･J
は
昔
で
歯
群
地
方
で
数
段
目
撃
し
た
所
で
あ
る
｡
か
～

る
移
勤
し
易
き
民
族
で
あ
る
か
ら

1
局
部
の
郡
市
的
基
中
に
封
し
て
は
そ
れ
が

1
時
的
の
も
の
で
あ
る
か
.
又
は
あ
る
特
種
の
原
因
に
よ
っ
て
然
る
の



で
あ
る
か
を
考
察
し
た
止
で
基
の
串
欝
を
解
聯
す
る
こ
ど
な
繋
す
る
｡
客
道
に
&
,け
る
人
口
の
塀
城
に
つ
い

て
た
3･

統
計
に
示
さ
れ
た
桝
に
よ
っ
て
静
観
す
る
ビ
祝
っ
た
原
因
を
信
じ
て
丁
ふ
凝
れ
が
あ
る
｡

予
は
春
雷
に
添
へ
た
人
口
分
布
陶
を
地
埋
単
愛
好
者
の
清
衛
に
供

へ
る
ビ
共
に
朝
鮮
に
於
け
る
人
口
に
関
す
る
各

種
の
現
象
を
開
明
す
る
こ
亡
は
我
等
の
躍
進
の
顧
慮
を
妻
す
る

7
大
問
題
で
あ
る
,.)
だ
を
注
意
す
る
.

政
の

f
小
嚢

が
朝
鮮
人
口
問
題
を
解
粋
す
る
錐
鈴
の

1
端
だ
L･i
れ
ば
串
で
あ
る
.

0
日
本
近
海
の
深
さ
の
団

我
々
は
碓
氷
日
本
四
妃
の
海
底
の
深
さ
を
異
質
に
且
明
瞭
に
現
は
し
た
陶
を
持
た
な
か
っ
た
｡
然
る
に
水
路
部
の
近

時
の
活
躍
に
件
は
れ
で
鼓
に
手
頃
の

7
般
国
民
の
容
易
に
挿
つ
こ
ど
の
出
凍
る
国
を
穫
た
｡
そ
れ
は
本
年
三
月
の
水
路

要
報
に
掲
げ
ら
れ
た
海
軍
技
師
小
倉
伸
竃
拳
士
の
海
窪
間
で
あ
る
｡
間
の
範
園
は
北
緯
十
五
度
よ
-
同
五
十
五
度
に
達

し
東
捉
百
十
七
皮
よ
-
同
百
五
十
入
皮
に
亙
る
も
の
で
日
本
の
金
福
士
を
包
合
し
て
ゐ
る
｡
こ
の
深
度
閲
の
材
料
は
大

正
十
三
年
十
二
月
ま
で
の
日
本
の
凡
て
の
も
の
に
加

へ
て
諸
外
国
の
額
測
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
｡
且
添
ふ
る
に
小

倉
技
師
の

｢
日
本
近
毎
の
淀
さ
に
就
い
て
｣
笠
石
ふ
論
文
が
あ
る
｡
こ
の
葡
文
は
泉
完
で
あ
る
が
其
説
明
に
よ
っ
て
日

本
近
将
の
海
底
の
起
伏
や
諸
列
島
の
地
埋
挙
上
の
傍
題
や
が
明
に
さ
れ

て
な

る
.
吾
<
は
こ
の
園
に
よ
っ
て
新
し
い

地
埋
や
.
新
し
い
地
髄
構
造
論
を
考
察
し
得
る
ビ
考

へ
る
O
何
れ
本
論
文
完
糖
の
止
は
之
を
地
球
誌
上
に
滴
我
し
.
且

近
海
の
同
産
縦
を
伸
る
場
令
に
は
地
上
の
地
褒
構
造
に
よ
っ
て
其
の
形
を
悪
童
あ
る
様
に
猫
-
こ
だ
が
必
要
で
あ
る
}J

い
ふ
こ
ビ
空

し
を
述
べ
て
見
た
い
晶

ふ
.
今
は
取
-
あ
え
や
哉
良
の
日
本
近
海
探
皮
同
の
新
刊
を
報
導
す
る
.
(
如脚

班-i
詑

唱
請

温

郡

獅
詔

齢
Ⅷ
抑
讐

深
淵
生
)

朝
鮮
の
人
口
ぞ
其
の
分
布

a
....一


